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中
世
の
神
社
境
内
図
と
し
て
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
、
下
鴨
社
家
の
鴨
脚
家
伝
来
、
京

都
国
立
博
物
館
所
蔵
「
賀
茂
御
祖
神
社
絵
図
」（
重
要
文
化
財
）
に
関
す
る
詳
論
で
、
制

作
年
代
・
背
景
の
再
検
討
に
及
ぶ
。
以
下
、「
ｅ
国
宝
」
で
の
公
開
画
像
も
参
照
。

　

は
じ
め
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
及
ぶ
制
作
年
代
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理

し
、
江
戸
時
代
中
期
以
来
の
「
斎
院
御
所
」
の
比
定
に
つ
い
て
、
本
図
の
西
北
部
「
御

所
」
で
は
な
く
、
馬
場
西
の
「
神
館
屋
御
所
」
と
改
め
る
。
つ
い
で
建
久
九
年
（
一
一
九

八
）
後
鳥
羽
院
政
開
始
と
と
も
に
行
わ
れ
た
御
幸
の
記
録
に
よ
り
、
恒
例
の
賀
茂
祭
な

ど
の
「
内
御
所
」
と
、
後
白
河
院
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
臨
時
の
御
幸
・
参
籠
に
用
い
る

「
外
御
所
」
と
を
確
認
す
る
。「
外
御
所
」
は
後
鳥
羽
院
の
参
籠
で
定
宿
と
さ
れ
、
本
図
の

「
御
所
」
の
構
成
と
も
対
応
す
る
。
本
図
「
御
所
」
の
周
辺
に
は
加
筆
・
押
紙
が
多
数
あ

り
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
亀
山
院
参
籠
の
際
の
指
図
（
同
じ
く
鴨
脚
家
伝
来
）
と
比

較
す
る
に
、
加
筆
後
の
状
態
が
指
図
と
よ
く
照
応
す
る
。
本
図
の
原
本
成
立
は
鎌
倉
期
に

遡
り
、
亀
山
院
政
期
頃
に
加
筆
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

治
天
の
賀
茂
参
籠
に
つ
い
て
、
後
白
河
院
か
ら
伏
見
院
ま
で
の
事
例
を
網
羅
し
、
性
格

の
推
移
を
整
理
す
る
。
宿
泊
を
伴
う
参
籠
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
後
白
河
院
が
初

例
と
目
さ
れ
、
石
清
水
参
籠
を
含
め
た
法
華
経
千
部
転
読
の
一
部
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
で

は
斎
院
制
度
と
の
入
れ
替
わ
り
、
社
家
・
氏
人
と
の
関
係
な
ど
、
権
力
強
化
と
の
軌
を
一

に
す
る
。
後
嵯
峨
院
の
も
と
で
石
清
水
参
籠
が
恒
例
化
し
た
が
、
賀
茂
は
そ
こ
ま
で
に
は

至
ら
ず
、
後
深
草
院
は
消
極
的
で
、
亀
山
院
は
七
箇
日
参
籠
か
ら
宮
廻
を
繰
り
返
す
百
度

詣
へ
と
発
展
さ
せ
、
後
宇
多
院
か
ら
後
伏
見
院
で
は
頻
度
と
規
模
が
縮
小
す
る
。
本
図
へ

の
加
筆
も
、
亀
山
院
政
期
に
必
要
と
さ
れ
た
蓋
然
性
が
あ
る
。

　

本
図
に
は
、
宮
廻
の
経
路
や
従
者
を
含
め
た
宿
所
を
確
認
す
る
機
能
に
加
え
て
、
社

殿
・
御
所
等
の
あ
る
べ
き
姿
を
記
録
し
、
修
造
経
費
の
負
担
を
め
ぐ
る
朝
廷
と
神
社
と
の

関
係
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
た
と
評
価
す
る
。

（
藤
原
重
雄
）

樋
笠
逸
人
「
鴨
社
古
図
（
賀
茂
御
祖
神
社
絵
図
）
と
賀
茂
社
御
参
籠
」（
橋
本
政
宣
・
宇

野
日
出
生
編
『
賀
茂
信
仰
の
歴
史
と
文
化
』
神
社
史
料
研
究
会
叢
書
第
六
輯
、
思
文
閣

出
版
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）

　

熊
本
城
と
城
下
の
総
合
的
な
調
査
研
究
の
た
め
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
設
置
さ
れ
た

熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
報
告
書
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
三
月
に
整
備
事
業
編

が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
熊
本
地
震
が
発
生
し
、
熊
本
城
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

歴
史
資
料
編
・
調
査
研
究
編
は
、
そ
の
復
旧
事
業
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
調
査
・
研
究

の
成
果
も
含
め
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

歴
史
資
料
編
は
熊
本
城
に
関
す
る
主
要
な
文
献
史
料
、
絵
図
・
地
図
、
写
真
を
収
録
す

る
。
文
献
史
料
は
中
世
の
隈
本
城
か
ら
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
の
復
原
工
事
仕
様
書

ま
で
を
取
り
上
げ
る
。
近
世
分
の
永
青
文
庫
細
川
家
文
書
の
一
部
は
、
今
回
新
た
に
翻
刻

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
絵
図
・
地
図
は
城
絵
図
・
屋
敷
割
図
・
修
補
願
絵
図
や
、
鎮
台
・

師
団
関
係
図
な
ど
六
九
点
の
図
版
と
解
説
を
掲
載
す
る
。
写
真
は
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
以
降
の
一
一
六
点
を
掲
載
し
、
撮
影
場
所
・
時
期
等
も
考
証
を
加
え
て
い
る
。
さ
ら

に
報
告
書
収
録
分
以
外
も
含
め
た
リ
ス
ト
が
あ
り
、
現
時
点
で
把
握
さ
れ
て
い
る
熊
本
城

関
係
の
文
献
・
画
像
史
料
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

調
査
研
究
編
は
こ
れ
ま
で
約
六
〇
年
間
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
総
括
す
る
も
の
で
、
遺

構
の
図
面
・
写
真
、
出
土
資
料
の
実
測
図
を
多
数
掲
載
す
る
。
付
論
と
し
て
「
熊
本
城
の

石
垣
変
遷
」、「
熊
本
城
の
出
土
瓦
編
年
試
案
」
の
二
編
を
収
録
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
史
料
を
も
と
に
総
合
的
な
分
析
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
熊
本
城
研

究
の
現
在
地
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
近
世
の
被
災
と
修
理
の
履
歴
は
文
書
・
絵
図

か
ら
丁
寧
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
例
え
ば
石
垣
遺
構
を
分
析
す
る
上
で
も
前

提
と
な
る
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
関
係
す
る
未
調
査
の
史
料
も
ま
だ
豊
富
に
存
在
す
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
新
た
な
成
果
も
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
化
財
の
「
活

用
」
が
推
進
さ
れ
る
昨
今
で
あ
る
が
、
調
査
・
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
適
切
な
遺
構
の

保
存
・
整
備
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
分
冊
の
大
部
な
報

告
書
だ
が
、
熊
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
同
セ
ン
タ
ー
刊
行
物
紹
介
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
さ

れ
て
お
り
入
手
も
容
易
で
あ
る
。

（
林　

晃
弘
）

熊
本
市
熊
本
城
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
『
特
別
史
跡
熊
本
城
跡
総
括
報
告
書
』
歴
史
資
料

編
（
二
〇
一
九
年
三
月
）・
同
調
査
研
究
編
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
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南
都
七
大
寺
の
一
つ
と
し
て
寺
勢
を
極
め
た
元
興
寺
は
、
中
世
に
変
容
を
遂
げ
、
宝
徳

三
年
（
一
四
五
一
）
の
土
一
揆
に
よ
っ
て
主
要
伽
藍
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
て
衰
退
す
る

が
、
そ
の
法
灯
は
分
立
し
た
華
厳
宗
元
興
寺
（
五
重
塔
跡
、
観
音
堂
）・
真
言
律
宗
元
興

寺
（
極
楽
坊
）・
真
言
律
宗
小
塔
院
の
三
寺
院
に
よ
っ
て
今
日
ま
で
守
ら
れ
て
い
る
。

　

飛
鳥
か
ら
平
城
京
に
移
転
し
て
一
三
〇
〇
年
と
な
っ
た
二
〇
一
八
年
、
こ
れ
を
記
念
し

た
展
覧
会
や
講
演
会
な
ど
が
三
寺
院
と
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
準
備
過
程
に
お
い
て
、
華
厳
宗
元
興
寺
に
聖
教
や
経
典
、
位
牌
や
工
芸
品
な
ど

の
未
調
査
資
料
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
各
分
野
の
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
す
で
に
展
覧
会
図
録
や
調
査
報
告
書
と
し
て
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
本
報
告
書
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
火
災
以
前
の
境
内
地
の
様
相
や
信
仰

の
あ
り
方
を
探
る
べ
く
実
施
さ
れ
た
石
造
物
調
査
の
成
果
で
あ
り
、
第
１
章
か
ら
第
４
章

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
５
章
は
令
和
元
年
の
古
文
書
調
査
後
に
見
つ
か
っ
た

古
文
書
や
境
内
図
を
掲
載
す
る
。

　

華
厳
宗
元
興
寺
に
は
安
政
六
年
の
火
災
で
焼
失
し
た
五
重
塔
（
奈
良
時
代
）
の
礎
石
か

ら
昭
和
十
五
年
銘
の
標
石
ま
で
、
二
九
三
点
の
石
造
物
が
所
在
す
る
。
第
１
章
で
は
こ
れ

ら
を
時
代
ご
と
に
概
説
し
、
種
類
・
法
量
・
材
質
・
銘
文
と
い
っ
た
基
礎
的
項
目
を
石
造

物
一
覧
と
し
て
掲
載
す
る
。
第
２
章
で
は
本
堂
周
辺
に
散
在
す
る
礎
石
の
石
材
種
類
と
形

状
を
分
析
し
た
結
果
、
蘇
我
氏
と
関
係
の
深
い
榛は

い

原ば
ら

石い
し

（
流
紋
岩
質
溶
結
凝
灰
岩
）
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
石
材
が
平
城
京
内
で
使
用
さ
れ
る
希
少
性
に
つ

い
て
も
言
及
す
る
。
第
３
章
で
は
五
重
大
塔
の
一
七
基
の
礎
石
を
礎
石
柱
座
の
形
状
と
配

置
、
帯
磁
率
を
検
討
し
、
他
寺
院
か
ら
の
搬
入
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
第
４
章

の
「
啼
燈
籠
」
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
研
究
や
古
文
書
調
査
成
果
も
援
用
し
、
別
の
燈
籠

の
部
材
と
の
混
在
の
可
能
性
と
そ
の
時
期
に
言
及
す
る
な
ど
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
。

　

今
後
も
多
角
的
視
点
か
ら
の
史
実
の
発
掘
に
よ
っ
て
、「
な
ら
ま
ち
」
の
下
に
眠
る
か
つ

て
の
巨
大
寺
院
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
（
太
田
ま
り
子
）

公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
『
華
厳
宗
元
興
寺
所
蔵
石
造
物
調
査
報
告
書
』

（
同
、
二
〇
二
一
年
二
月
）

　
「
く
ど
き
ぶ
し
」
は
七
七
調
の
詞
章
で
一
定
旋
律
を
繰
り
返
し
、
災
禍
・
時
事
や
心
中
物

と
い
っ
た
人
々
の
関
心
事
を
叙
事
的
に
唄
っ
た
歌
謡
で
あ
る
。「
サ
ア
ェ
」「
や
ん
れ
」
と
い

っ
た
囃
子
言
葉
も
特
徴
と
な
る
。
中
世
以
来
の
語
り
物
で
あ
る
説
教
節
や
、
三
味
線
の
伴
奏

を
伴
う
門
付
と
し
て
芸
能
化
し
た
歌
祭
文
な
ど
、
様
々
な
声
の
芸
能
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

特
に
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
流
行
し
た
も
の
で
、
そ
の
面
影
は
盆
踊
り
や
瞽

女
唄
に
留
め
る
と
さ
れ
る
。
娯
楽
や
情
報
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
流
行
唄
と
し
て
人
々
を
楽

し
ま
せ
、
人
気
を
博
し
た
こ
と
は
詞
章
を
摺
っ
た
数
多
の
摺
物
の
存
在
が
示
し
て
い
る
。

　

本
書
は
そ
う
し
た
「
く
ど
き
ぶ
し
」
に
着
目
し
、
往
時
の
人
々
の
関
心
事
を
掘
り
起
こ

し
た
も
の
で
、
四
七
件
の
翻
刻
を
表
紙
画
像
と
共
に
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
史
料
を
一
四
項

目
（
地
震
／
火
災
／
風
水
害
／
病
気
／
信
仰
／
道
中
記
／
世
相
／
開
国
／
経
済
／
伝
承
／

治
安
／
女
三
題
／
心
中
／
ち
ょ
ぼ
く
れ
）
に
分
類
し
、〔
参
考
〕
と
し
て
語
注
や
当
時
の

世
相
に
関
す
る
注
釈
で
理
解
を
助
け
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年

の
『
佐
渡
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
「
く
ど
き
節
の
今
昔
」
を
参
考
資
料
と
し
て
載
せ
る
。

明
治
も
末
に
な
れ
ば
、
す
で
に
往
時
の
勢
い
は
失
わ
れ
た
様
子
が
伝
わ
る
と
共
に
、
今
と

な
っ
て
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
摺
物
購
買
層
に
つ
い
て
も
、
需
要
は
冬
の
農
閑
期

に
集
中
す
る
こ
と
、
活
版
で
は
な
く
仮
名
つ
づ
り
の
木
版
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
数
字
を
挙
げ
な
が
ら
地
域
の
出
版
文
化
や
流
通
事
情
を
記

す
そ
の
記
事
は
、
江
戸
後
期
の
庶
民
向
け
情
報
誌
の
性
格
も
有
し
た
「
く
ど
き
ぶ
し
」
が

伝
え
る
情
報
と
は
性
質
が
異
な
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
の
対
比
に
よ
っ
て
摺
物

か
ら
新
聞
へ
、
新
聞
雑
誌
の
文
化
が
新
た
な
近
代
の
情
報
源
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
一
端

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
作
成
に
際
し
て
当
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ

ー
発
行
の
『
風
説
留
中
画
像
史
料
一
覧
（
稿
）』（
一
九
九
九
年
）、『
摺
物
総
合
編
年
目
録

（
第
二
稿
）
補
遺
』（
二
〇
一
九
年
）
を
ご
活
用
い
た
だ
け
た
と
あ
る
。『
摺
物
総
合
編
年

目
録
（
第
二
稿
）』（
二
〇
〇
〇
年
）
も
含
め
、
入
手
ご
希
望
の
方
は
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
送
料
実
費
で
お
届
け
す
る
事
が
可
能
で
す
。

（
三
島
暁
子
）

倉
田
喜
弘
編
著
『
く
ど
き
ぶ
し
の
世
界
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）
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